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て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
以
前
の
鑓
民
に
は
そ
の
名
を
現
わ
し
て
い
な
い
。

⑧
東
寺
買
合
丈
書
み
三
ニ
ノ
典
籍
。
な
お
平
磐
殿
庄
に
凄
し
て
は
永
島
福

　
太
郎
氏
の
競
肌
、
福
寺
と
寅
　
寺
の
争
の
立
場
か
ら
の
齢
潤
が
あ
る
（
関
凹
氏
奈
良
丈

　
化
の
伝
流
）
。
　
私
も
別
仙
禍
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑳
　
野
伏
を
燕
壮
…
子
壷
轟
☆
と
㎜
闘
悼
懲
づ
け
た
研
究
は
誠
に
少
い
、
濾
止
水
一
二
男
氏
の

　
「
建
武
・
甲
飯
ハ
と
村
“
活
扁
　
（
欝
本
中
世
の
村
落
）
は
出
色
の
も
の
で
あ
る
が

　
な
お
未
解
…
決
の
問
題
が
多
い
。

⑳
　
菅
浦
丈
書
。

⑭
　
　
審
爪
大
識
サ
丈
書
。
　
　
（
ム
八
僻
本
史
料
轟
ハ
ノ
山
ハ
、
　
八
七
九
賀
訊
）

　一tti4Wハ　　　　　　ww　　　　　》t■ノ　　　へr内．XV　　ma－bAdi”

程

「
丹
波
国
宮
圏
庄
の
研
究
扁
補
遺

　
本
誌
黒
九
巻
四
品
詞
丹
波
国
宮
田
庄
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
重
要
な
史
料
を
窺
逃
し
て
い
た
こ
と
に
気
附
い
た
の
で
こ
こ
に
前
稿

を
補
足
訂
摂
し
た
い
。
　
「
二
、
宮
鐡
庄
の
支
配
形
態
」
に
於
て
当
庄
の
預

所
職
の
継
承
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
主
と
し
て
預
所
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た

長
範
以
下
の
…
族
に
つ
い
て
不
明
の
箇
所
が
少
く
な
か
っ
た
。
こ
の
…
族

に
つ
い
て
は
尊
卑
分
脈
、
藤
原
利
仁
流
の
内
に
見
え
て
い
る
こ
と
を
発
見

し
た
。
　
（
四
ノ
八
九
頁
）
即
ち
長
簸
（
証
寂
）
…
長
高
（
冤
寂
）
一
長
成

（
道
証
）
一
重
成
（
顕
、
証
）
と
い
う
系
譜
が
明
か
に
な
っ
て
、
前
編
で
不

明
の
点
が
明
瞭
に
な
る
と
共
に
、
前
稿
…
と
の
矛
盾
や
推
測
の
誤
っ
て
い
た

働
　
來
寺
文
諜
射
…
ノ
…
…
…
。
　
ρ

⑳
　
購
中
足
窯
氏
所
蔵
交
書
「
藤
原
兼
妙
詰
丈
」
．

⑳
　
東
大
寺
丈
書
十
九
巻
、
暦
応
爺
卯
月
翻
心
寺
衆
徒
事
書
集
。

⑳
　
春
欝
神
社
丈
論
…
、
五
一
九
頁
、
某
起
訪
状
。

⑳
明
王
院
爆
口
竺
、
文
保
二
、
五
、
矧
。
「
錦
川
根
本
住
人
寒
孫
交
名
注

　
進
」乙2

　　器

　　誓

　　謙

　　籍

　　講

　　蕩

　　籍

　　黎

　　量

　　蕎

　　霧

　　肇

　　あ

．
　
、

田

中

稔

箇
所
も
生
じ
て
来
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
然
書
改
め
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
詳
細
に
記
す
と
多
く
の
紙
面
を
必
要
と
す
る
の
で
他
日
に
譲
っ
て
、

こ
こ
で
は
反
省
す
べ
き
史
料
を
示
し
て
諸
賢
の
御
門
講
に
待
ち
た
い
と
思

う
。
尚
こ
れ
に
よ
っ
て
長
範
一
族
の
家
柄
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
長
篇
よ
り

蹴
批
の
携
成
道
は
方
上
四
郎
大
央
と
号
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
上
は
殿
下

渡
傾
越
前
国
方
上
庄
の
こ
と
で
あ
る
。
長
成
と
方
上
庄
の
関
係
は
前
稿
に

も
述
べ
た
が
、
こ
の
一
族
と
方
上
庄
と
の
閥
の
関
係
の
古
い
こ
と
、
従
っ

て
又
摂
関
家
と
の
関
係
の
古
く
且
つ
密
接
な
こ
と
が
こ
の
葱
卑
分
脈
の
記

載
の
各
彫
か
ら
窺
わ
れ
る
。

（　fie　）
・
2
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定
せ
・
ら
れ
て
い
る
（
謙
還
代
に
於
け
る
郁
佐
障
へ
政
策
と
都
ゐ
巾
。
灘
川
県
舗
脚
の
　
阪

　
立
」
満
禅
僧
論
叢
第
三
所
収
、
愚
輩
）
。

⑭
　
前
掲
「
縫
靱
考
」
　
（
蒙
古
史
研
究
虚
心
）
五
三
八
頁
。

＠
　
前
掲
．
「
ゼ
克
力
考
」
三
隣
薫
…
四
頁
。

㊧
　
　
鼻
剛
…
掲
蹴
躍
一
二
一
血
山
パ
ー
七
頁
。

⑧
　
　
尉
凹
右
、
　
鷲
一
山
ハ
鷲
一
i
四
胃
貝
g

⑭
　
勲
ハ
丹
麟
薯
脚
（
巻
二
一
、
諸
小
国
塵
藻
物
件
条
）
に
西
ウ
イ
グ
ル
な
ら
び

　
に
河
西
諸
族
の
入
貢
を
の
べ
た
中
に
、
そ
の
入
貢
品
嘗
を
列
挙
し
て
、

　
　
玉
　
珠
　
犀
　
乳
香
　
號
頚
　
礪
砂
　
瑞
踊
器
　
賓
鉄
兵
器
　
斜
合
黒

　
　
皮
　
禍
黒
蟻
　
門
得
綜
　
心
匠
呵
　
褐
里
継

　
と
み
え
る
。
こ
れ
ら
諸
品
目
の
内
容
を
分
析
し
て
、
そ
の
い
ず
れ
が
西
ウ

イ
グ
ル
よ
り
の
も
の
な
る
か
を
究
め
、
さ
ら
に
そ
れ
が
必
需
品
…
…
生
活

上
の
、
竜
し
く
は
罵
塚
的
ま
た
は
軍
臨
・
的
の
；
…
か
或
い
は
碧
傷
旨
平
な
る

か
を
類
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
贔
的
意
瀦
を
み
出
［
す
べ
き
で
あ

り
、
ワ
て
れ
け
い
遼
属
の
内
部
隔
白
田
鵯
運
、
内
曹
神
生
活
史
へ
の
幡
九
明
の
　
｛
刀
法
と
亀

な
る
で
あ
ろ
う
。
ウ
イ
グ
ル
の
貢
献
晶
躍
に
…
闘
し
ゴ
唐
末
「
以
後
、
対
中
國
［

関
…
係
の
竜
の
は
王
H
弗
尉
氏
が
冊
府
元
穗
噂
の
説
　
羅
よ
り
そ
の
絃
｝
計
表
を
作
成

さ
れ
て
い
る
が
（
前
掲
「
鷹
後
圃
国
庫
」
五
九
・
一
六
一
頁
）
、
　
遼
へ
の
入

出
山
口
醐
の
間
脳
題
に
は
ふ
れ
ず
、
ま
た
さ
き
の
試
み
も
伸
腕
計
…
蓑
の
作
成
に
お
わ

っ
て
品
潤
の
内
然
凝
が
析
に
お
よ
ば
ず
、
こ
れ
は
こ
の
後
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
期
し
て
お
き

た
い
。
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特
別
例
会
記
事
（
追
加
）

　
第
三
九
巻
第
六
且
万
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
愛
学
・
地
理
泌
ナ
・
二
形
＋
口
勝
諸
戦
後
十
・
年

の
國
顧
と
今
後
の
課
題
、
西
洋
史
学
の
動
向
の
う
ち
、
会
田
雄
次
氏
の
御
報
皆

要
旨
が
編
集
者
の
手
落
ち
の
た
め
未
掲
載
に
終
っ
た
点
を
お
わ
び
し
、
本
誌
上

を
か
り
て
追
加
い
た
し
ま
す
。
　
（
越
智
）

　
戦
後
の
西
洋
史
は
二
つ
の
点
で
戦
前
の
西
洋
史
に
対
し
顕
著
な
網
違
を
示
し

て
い
る
。
第
一
に
は
戦
前
の
全
く
紹
介
風
な
も
の
か
ら
学
説
親
展
塾
や
歴
史
理

論
的
反
手
に
よ
る
諸
学
説
の
整
理
と
い
う
高
度
の
段
階
ま
で
、
広
い
意
味
で
の

先
進
国
の
歴
史
学
の
紹
介
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
戦
後
は
臼
本
入
の
独
自

な
意
識
と
問
題
提
起
に
基
く
研
究
が
輩
晒
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
因
は
学

問
の
進
歩
と
い
う
よ
り
、
従
属
国
に
転
落
U
、
し
か
も
そ
の
申
で
も
み
じ
め
な

層
に
お
と
し
こ
ま
れ
た
学
者
た
ち
が
、
戦
前
の
よ
う
に
支
配
国
と
し
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
観
に
追
及
し
得
ず
反
面
そ
れ
な
り
に
か
え
っ
て
至
誠
構
造
に
対

す
る
鋭
い
分
析
の
能
力
を
得
た
こ
と
に
基
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
第

二
の
相
違
点
に
関
係
す
る
。
即
ち
こ
れ
ら
の
研
究
の
傾
向
は
、
と
く
に
本
会
経

済
史
、
中
で
も
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
史
観
に
よ
る
経
済
史
の
圧
倒
的
な
優
位
に
基
い

て
い
る
。
そ
の
場
合
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
旋
学
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
研
究
は
、

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
や
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
い
て
は
す
ぐ
れ
た
も
の
が
極
め
て
す
く
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
と
く
に
大
塚
氏
以
後
の
研
究
に
は
、
日
本
の
問
題

意
識
に
支
え
ら
れ
日
本
愛
の
新
し
い
研
究
か
ら
多
く
の
承
唆
を
得
て
い
る
も
の

が
多
い
こ
と
は
注
9
さ
れ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
三
史
学
の

成
果
は
、
そ
の
全
体
的
立
場
に
お
い
て
で
な
く
、
単
に
史
料
も
し
く
は
断
片
的

な
事
実
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
傾
向
は
西
洋
更
学
界
に
大
き
い
進
展
を
も
た
ら
し
た
が
、
現
在
で

は
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
強
い
反
省
を
要
す
べ
き
段
階
に
立
ち
到
っ
て
い
る

と
い
え
る
。
第
一
に
は
理
論
が
先
行
し
、
事
実
は
そ
の
理
論
に
都
合
の
よ
い
も

の
だ
け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
補
正
し
、
事
実
の
認
識
が
先
ず
求
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
今
の
西
洋
史
の
段
階
…
で
は
望
1
P
ヅ
パ
の

歴
愛
学
の
成
果
を
全
体
系
的
に
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
が
や
は
り
必
要
で
あ
る
。

つ
い
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
基
礎
史
料
が
読
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
部
分
塑

料
で
実
証
主
義
を
て
ら
う
こ
と
が
一
番
危
険
で
あ
る
。
第
二
に
は
具
体
的
な
入

間
の
い
と
な
み
を
知
る
べ
き
歴
史
学
が
、
経
済
史
に
よ
り
指
導
さ
れ
て
い
る
現

状
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
塑
や
聴
殊
愛
は
歴
史
学
で
は
な
い
。

経
済
愛
や
法
身
史
な
ど
が
歴
史
学
に
近
ず
く
の
は
勝
手
だ
が
、
歴
史
学
は
宙
己

の
立
場
を
堅
持
し
、
経
済
史
な
ど
を
と
り
入
れ
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
歴
史
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
こ
こ
に
以
下
の
推
論
を
展
開
し
て
行
く
余
裕

は
な
い
が
、
極
言
す
れ
ば
思
想
愛
や
精
神
史
な
ど
を
ふ
く
む
新
し
い
政
治
吏
が

歴
史
学
の
中
心
に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
（
会
田
雄
次
）
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報会

　
　
　
　
　
　
　
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

　
　
　
　
第
七
章
　
会
則
の
変
更

（
会
則
の
変
更
）
第
「
二
十
四
条
　
こ
の
会
剛
の
変
更
は
理
事
会
に
お
い
て
白
蝋
餓

　
　
　
　
　
　
　
し
評
議
員
会
及
び
会
員
総
会
の
承
認
を
経
る
竜
の
と
す
る
。

一
、

二
、

　
　
　
附
　
　
　
　
期

こ
の
会
期
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
理
事
会
に
お
い
て
別
に
こ
れ

を
定
め
る
。

こ
の
会
則
は
昭
瀦
三
十
二
年
雛
月
一
口
よ
り
施
行
す
る
。
昭
和
三
十
一
年

十
一
月
の
会
員
総
会
で
選
ば
れ
た
評
議
員
は
本
会
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
っ
て
選
出
　
さ
れ
た
評
議
鍛
と
み
な
し
そ
の
任
期
は
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
餌
よ
り
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十
　
碍
ま
で
の
ニ
ケ
年
と
す
る
。
昭
和

三
十
一
年
十
一
日
〃
現
在
そ
の
職
に
あ
る
役
昌
ハ
は
昭
和
三
十
二
年
一
二
月
焦
鴻
十

一
厨
ま
で
そ
の
職
に
あ
る
竜
の
と
す
る
。

会
則
変
更
の
主
な
る
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

　
史
学
概
究
会
は
戦
後
新
し
く
会
則
を
改
め
、
評
議
員
を
会
員
総
会
で
選
出
し
、

民
主
的
に
会
務
を
処
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
御
協
力
に
よ
り

「
史
林
」
の
刊
行
も
定
期
的
に
行
わ
れ
、
会
員
数
も
着
実
に
増
加
し
、
全
国
的

に
多
数
の
会
員
を
擁
す
る
発
展
を
見
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
御
同
慶
の
至
り
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
る
に
従
来
の
会
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
全
魑

学
会
と
し
て
の
実
体
を
具
え
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
京
都
大
学
丈
学
部
史
学
科

を
中
心
と
す
る
同
窓
会
的
地
方
学
会
と
の
誤
解
を
招
き
易
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
誤
解
を
て
掃
す
る
た
め
に
、
会
の
実
体
に
即
応
し
た
会
則
に
改
正

い
た
し
ま
し
た
。
叉
、
会
員
総
会
で
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
評

議
員
が
、
京
阪
神
在
住
者
に
偏
っ
て
い
た
為
に
、
点
し
い
会
則
で
は
理
事
会
が

扇
蟹
的
視
野
で
評
議
員
を
選
寒
し
、
会
員
総
会
の
承
認
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ

と
に
改
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
従
来
の
会
則
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
嘉

実
上
行
っ
て
お
り
ま
し
た
予
算
編
成
及
び
決
算
報
轡
に
関
す
る
審
議
の
手
続
き

を
、
睨
文
化
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
日
の
会
員
総
会
で
は
理
工
・
会
が
選
融
し
た
新
会
則
に
よ
る
第
一
期

の
評
議
員
六
十
三
名
の
承
認
を
受
け
、
目
下
受
諾
方
交
渉
中
で
す
。
御
本
入
の

受
諾
を
得
て
確
定
い
た
し
ま
し
た
ら
次
号
に
発
表
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
本
会
発
展
の
た
め
に
、
会
員
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま

す
。

矢森岡高岡井

守　田瀬崎上

一三董重精良簗
彦三郎雄郎信者

紹

愛
学
研
究
会
理
嘉
会

頭
芦
屋
高
校
教
鍮

大
阪
大
単
助
手

冨
山
大
単
教
授

平
安
女
子
短
大
助
教
授

京
都
大
学
二
丈
科
単
研
究
所
教
授

京
都
大
挙
大
学
院
特
疑
研
究
生
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’　x，

　
一
九
五
六
年
度
の
秋
の

周
年
記
念
を
賀
す
る
特
別

の
後
に
は
、
早
や
年
の
瀬

一
号
の
編
集
・
印
刷
が
進

寄
稿
が
盛
ん
と
な
り
、
…
増

意
見
も
、
さ
き
の
編
集
直

会
が
、
実
質
に
そ
ぐ
わ
な

展
と
を
は
か
ろ
う
と
し
て

ま
す
ま
す
寄
せ
ら
れ
ま
す

　
内
外
事
情
も
移
設

多
端
だ
つ
た
一
九
五

六
年
も
、
句
日
な
ら

ず
し
て
暮
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
よ
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま

す
よ
う
。

　
　
（
末
尾
至
行
）

猛
愚
計
。
塑
近
…
翻
定
価
酋
円

史
林
（
第
四
〇
巻
笙
号
）

　
　
京
郡
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
下
郡
大
学
ガ
ハ
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
振
響
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
京
郡
市
下
慕
区
七
条
御
所
ノ
内
型
町
三
九

印
刷
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社

行
事
も
、
例
年
の
大
会
に
加
え
て
、
京
大
文
学
部
五
十

例
会
を
重
ね
て
行
い
、
殊
の
外
の
慌
し
さ
の
あ
け
く
れ

が
迫
り
来
る
と
い
っ
た
情
況
の
う
ち
に
、
こ
の
四
〇
巻

め
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
近
時
、
会
員
諸
賢
の
御

ペ
ー
ジ
を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
一
部
の

議
の
席
上
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
史
学
研
究

い
会
則
を
こ
の
度
改
正
し
、
積
極
的
に
会
の
充
実
と
発

い
ろ
際
、
会
員
各
位
が
紙
面
を
盛
り
た
て
る
御
論
政
を

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

1
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